
in松本

国民の祝日「山の日」制定記念

キッセイ文化ホール１階 中ホール
2016.7.3 [SUN]
13：00～16：30 (12:00 開場）

第1部 基調講演 第2部 パネルディスカッション・県政タウンミーティング
コーディネーター 鈴木 啓助 様
パネリスト 野口　 健 様
パネリスト 山口　 孝 様

信州大学
理学部教授
登山家

（株）涸沢ヒュッテ
代表取締役

パネリスト 仲川 希良 様
パネリスト 阿部 守一

モデル/
フィールドナビゲーター
長野県知事

Program プログラム

信州の山を安全に楽しむために 世界水準の山岳高原観光地へ

登山家

野口 健 様

「世界の山が僕に教えてくれたこと。」

入場無料



信州山岳サミットin松本

○同日10 時～12時、キッセイ文化ホール３階　国際会議室で「未来メディアカフェ」（主催：朝日新聞社、共催：abn長野朝日放送）が実施されます。
○「信州山岳サミット」は、朝日新聞社との連携イベントとして実施します。 ○当日は会場に託児室を用意します。また、手話通訳を行います。
○このイベントは、第１回 「山の日」記念全国大会開催記念行事として実施します。

【申込先・お問い合わせ】
長野県観光部 山岳高原観光課 山岳高原観光係 あて　〒380-8570  長野県長野市大字南長野字幅下692-2  
℡  026-235-7251　℻  026-235-7257 　 sangaku@pref.nagano.lg.jp　

【主催】 長野県　【共催】長野県山岳遭難防止対策協会　
【後援(予定)】 朝日新聞社、abn長野朝日放送、松本市、大町市、信州大学、長野県教育委員会

お名前

住所

メール
アドレス

託児希望
人数

電話番号

通信欄

参加人数

〒

託児室利用を希望する場合
人数を記入ください

人

人

【場所】 キッセイ文化ホール１階 中ホール
3松本市水汲69-2　※駐車場が限られますので、公共交通機関のご利用にご協力をお願いします。
バス：JR 中央線・篠ノ井線松本駅下車。松本駅から約 20 分。バスターミナル1番または2 番より乗車。
【1番】信大横田循環線「総合体育館」で下車。徒歩約 3 分　【2 番】横田信大循環線「松本第一高校」で下車。徒歩約 5分

【申込方法】 以下のいずれかの方法でご応募ください。
①ハガキに住所・氏名・電話番号・参加人数（託児室の利用を希望する場合は、その人数も）を記載し、下記申込
先に送付してください。

②下記申込書に記載し、ファックス（ 026-235-7257 ）にて送信してください。
③Eメールに住所・氏名・電話番号・参加人数（託児室の利用を希望する場合は、その人数も）を記載し、「信州
山岳サミット申込」として送信してください。

④ながの電子申請からお申し込みください。
https://www.shinsei.elg-front.jp/nagano/uketsuke/dform.do?acs=sangakusummit

電子申請QR

野口 健 ●登山家
1973年8月21日、アメリカ・ボストン
生まれ。1999年3度目の挑戦でエベレ
ストの登頂に成功し、10年の歳月をか
けて7大陸最高峰世界最年少登頂記録
を25歳で樹立。その後、以前から気に
かけていたエベレストのゴミ問題を解
決するために、4年連続世界各国の登
山家たちと5000m ～ 8000mの清掃活
動に尽力する。

鈴木 啓助 ●信州大学理学部教授、信州山の環境研究センター所長
1954年、山形県生まれ。北海道大学
理学部卒。学術博士。東京都立大学
助手、信州大学助教授を経て、2002
年より信州大学教授。2006年４月
より2013年３月まで信州大学山岳
科学総合研究所長。元長野県「山の日」
検討懇話会座長。専門は雪氷学、水文
科学、山岳環境学。

山口 孝 ●（株）涸沢ヒュッテ代表取締役、
北アルプス南部地区山岳遭難防止対策協会救助隊長

1947年、東京生まれ。2001年
から涸沢ヒュッテ代表取締
役。1951年、北アルプス・穂高
連峰の登山基地として、涸沢
カールに建てられた山小屋に
中学生の頃から通い現在に至
る。2007年からは北アルプス
南部地区山岳遭難救助隊長
を務める。

阿部 守一 
●長野県知事

幼い頃から自然の中で過ごす
ことが好きで、登山歴は６年。
現在は里山から雪山まで幅広
く山を楽しむ。モデルとして雑
誌、広告等で活躍するほか、テ
レビやラジオなど幅広いメディ
アで自らが感じた自然の魅力を
伝えている。

仲川 希良 
●モデル/フィールドナビゲーター 

【申込書】申込締切：６月２８日（火）必着

※定員(700名)になり次第締め切らせていただきます




